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授業科目名 履修形態

授業科目英名

担当教員

履修年次 授業形態 単位数
授業時間数
（回数）

学習成果

実務経験

履修方法

受講要件

NO

1

2

3

15

学習上のアドバイス

準備学習（予習）

準備学習（復習）

レポート作成等の方法・留意点

授業時間数（準備学習）

課題フィードバック

教科書

成績評価方法及び基準
筆記試験
成績評価方法及び基準

レポート

～

成績評価方法及び基準

備考

授業計画

～

試験対策

参考書

担当教員 題目 内容

授業の概要

100～90点：S評価、89～80点：A評価、79～70点：B評価、69～60点：C評価、59点以下：D評価（不可）
＊原則として実施授業回数の3分の１を超えて欠席している者は、単位認定できない。

授業の目的

授業の到達目標１

～

授業の到達目標４

開講期

科目CD

 

 

       

 

 

 

 

 

①建学の精神を理解し、常に向上させるために努力する力を身に付けることができる。

②総合的な知識・技術を身に付け、対象児・者の最善の利益を考慮した発想力を持つことができる。

①子どもの発達課題を理解し、教育課程に基づき指導計画をたて保育の計画と評価を実践することができる。

②子どもを取り巻く環境を理解し、臨機応変に保育を展開できる。

①教育・保育・福祉の場における様々な場面での即応力を身に付ける。

②物事の事象や本質を捉え、内容を的確に他者に伝えることができる。

①子どもと保護者を取り巻く社会的環境を踏まえ、地域の福祉や保育を担う専門職としての資質を身に付ける。

②地域の特徴（自然や文化）を活かした福祉サービスを提供することができる。

③地域福祉の推進の中核を担う専門職として、子どもの健全育成と子育て支援について地域や家庭と協働する力を身に付ける。

２．実践力

３．フィードバック能力

４．地域理解力

１．基礎力

 

2019 年度入学生以降 
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